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PRESS RELEASE  2026/7/24      
 

学生モニタリング調査でヒグマの農作物利用要因を解明 
〜⾃然資源だけでなく、農作物の利用可能性を管理することが重要〜 

 
ポイント 

・北⼤の学⽣サークル「クマ研」がモニタリングした秋期のヒグマの⾷性データを解析。 
・ヒグマのデントコーン利⽤がミズナラとデントコーンの利⽤可能性に左右されることが判明。 
・⾃然資源だけでなく、農作物の利⽤可能性を管理する事前防除の重要性が⽰唆。 

 
概要 

北海道⼤学⼤学院獣医学研究院の坪⽥敏男教授（研究当時、現・北海道⼤学名誉教授）、同⼤学⼤学
院理学院博⼠後期課程 3 年、北⼤ヒグマ研究グループ（以下、「北⼤クマ研」）の⾦杉尚紀⽒らの研究
グループは、ヒグマによるデントコーン*1 利⽤がミズナラ*2 とデントコーンの双⽅の利⽤可能性に左
右されていることを明らかにしました。北⼤クマ研は北海道⼤学の学⽣で構成された学⽣サークルで
あり、北海道⼤学天塩研究林において、1975 年からヒグマの調査を継続的に⾏ってきました。本研
究では、北⼤クマ研による調査で収集されたデータを基に解析が⾏われました。本成果は、ヒグマに
よる農作物被害を防⽌する上で、農作物⾃体の利⽤可能性を管理する未然防除の重要性を⽰唆したも
のです。また、本成果は学⽣主体のモニタリング調査によって野⽣動物の保護管理における重要な知
⾒が得られた希有な例でもあります。 

野⽣動物による農作物被害をはじめとする、野⽣動物と⼈間の軋轢は⼤きな社会問題となっていま
す。農作物被害の発⽣要因を特定するためには、⾃然の⾷物の利⽤可能性だけでなく、農作物の利⽤
可能性も考慮することが重要です。しかし、多くの先⾏研究では、その⼀⽅のみに着⽬して研究がな
されてきました。ヒグマによるデントコーンの利⽤についても、ミズナラが不作の年にその利⽤が増
加することは知られていましたが、デントコーン⾃体の利⽤可能性の重要性は不明でした。 

そこで、本研究ではミズナラとデントコーンの利⽤可能性が、ヒグマによるデントコーンの利⽤に
影響を与えるのかを解析しました。その結果、双⽅が統計的に有意に影響を与えていることが明らか
になりました。このことから、ヒグマによるデントコーンの利⽤を防⽌するためには、農作物の利⽤
可能性を管理することも重要であることが⽰唆されました。 

なお、本研究成果は、2026 年 7 ⽉ 20 ⽇（⽉）公開の Wildlife Biology 誌にオンライン掲載されま
した。 

 

 

a. b. c. 

a.と b.北⼤クマ研の学⽣による調査⾵景。c.デントコーンを利⽤したヒグマの糞。 
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【背景】 
野⽣動物による農作物被害をはじめとする、野⽣動物と⼈間の軋轢は⼤きな社会問題となっていま

す。特にヒグマによる農作物被害は、農業従事者へ経済的なダメージを与えるだけでなく、市街地に
ヒグマが接近することで⼈的被害のリスクの上昇に繋がる重要な問題です。農作物被害の発⽣要因を
特定するためには、⾃然の⾷物の利⽤可能性だけでなく、農作物の利⽤可能性も考慮することが重要
です。しかし、多くの先⾏研究では、その⼀⽅のみに着⽬して研究がなされてきました。ヒグマによ
るデントコーンの利⽤についても、ミズナラが不作の年にその利⽤が増加することは知られていまし
たが、デントコーン⾃体の利⽤可能性の重要性は不明でした。 
 

【研究手法】 
そこで、本研究ではミズナラとデントコーンの利⽤可能性が、ヒグマによるデントコーンの利⽤に

影響を与えるのかを調査しました。調査は北海道⼤学の学⽣で構成された学⽣サークルの北⼤クマ研
により、学⽣主導で⾏われました。2016 年〜2021 年の 6 年間、9〜11 ⽉にかけて北海道⼤学天塩研
究林に設定したモニタリングルートを踏査し、ヒグマの糞を収集しました。加えて、ミズナラ・サル
ナシ・ヤマブドウ・ナナカマドといった⾃然の⾷資源の利⽤可能性を調べました。また、この地域で
デントコーンの栽培を⾏っている企業に聞き取り調査を⾏いました。刈り取り状況のデータをデント
コーンの利⽤可能性の指標としました。 

 
【研究成果】 

この地域のヒグマは、秋期には利⽤割合が⾼い順にデントコーン、ミズナラ、サルナシ、シカを主
に利⽤していることが分かりました（図 1）。そして、ミズナラとデントコーンの双⽅の利⽤可能性が、
ヒグマによるデントコーンの利⽤に統計的に有意に影響を与えていることが明らかになりました。刈
り取りが進み、その利⽤可能性が低下するに従って、ヒグマによるデントコーンの利⽤は低下してい
ました。そして、ミズナラの利⽤可能性によって、その変化の急激さが異なっていました（図 2）。ミ
ズナラの豊作年にはデントコーンの利⽤は急激に少なくなるが、不昨年には⻑く続きました。デント
コーンの利⽤可能性が⾼い、刈り取り前の時期には、ミズナラの豊作年でもヒグマによるデントコー
ンの利⽤が発⽣していました。加えて、ミズナラの不作年には、刈り取り後でも、デントコーンの利
⽤が継続していました。このことから、刈り取りの残滓を利⽤している可能性が⽰唆されました。ま
た、ミズナラの不作年にはサルナシとエゾシカが代替の⾷資源として利⽤されている傾向がありまし
た。 

  
【今後への期待】 

本研究の成果から、ヒグマによるデントコーンの利⽤を防⽌するためには、農作物の利⽤可能性を
管理することも重要であることが⽰唆されました。電気柵の設置や、農作物の残渣を取り除くことに
よる未然防除の実施を進めていくことがヒグマと⼈の軋轢を軽減する上で必要であることを⽰した、
科学的な野⽣動物管理を進めていく上で重要な知⾒であると考えられます。 
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【参考図】 

 
図 1. 天塩研究林の秋期のヒグマの⾷性。デントコーン、ミズナラ、サルナシ、エゾシカを主に利⽤し

ていた。 
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図 2. ミズナラの利⽤可能性による、ヒグマのデントコーン利⽤割合の変化の違い。刈り取りが進むに

従って、ヒグマによるデントコーン利⽤は低下していた。ミズナラの利⽤可能性によって、その変化
の急激さが異なっている。 

 
【用語解説】 
＊1 デントコーン … 飼料⽤のトウモロコシのこと。 
＊2 ミズナラ … 北海道に広く分布するドングリの⼀種。 


